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台風・豪雨などに備えましょう！

警戒レベル５

警戒レベル 避難行動等 避難情報等 【警戒レベル相当情報(例）】

〔市町村が発令〕

〔市町村が発令〕

〔市町村が発令〕

〔気象庁が発表〕

〔気象庁が発表〕

警戒レベル４

警戒レベル３

警戒レベル２

警戒レベル１

既に災害が発生している状況です。
命を守るための最善の行動をとりましょう。

避難に備え、ハザードマップ等により、
自らの避難行動を確認しましょう。

災害への心構えを高めましょう。

速やかに避難先へ避難しましょう。
公的な避難場所までの移動が危険と思わ
れる場合は、近くの安全な場所や、自宅内の
より安全な場所に避難しましょう。

避難に時間を要する人（ご高齢の方、障がい
のある方、乳幼児等）とその支援者は避難
をしましょう。その他の人は、避難の準備
を整えましょう。

これらは、住民が自主的
に避難行動をとるために
参考とする情報です。

全員避難

高齢者等は避難

災害発生情報※2

避難勧告
避難指示（緊急）

避難準備・
高齢者等
避難開始

洪水注意報
大雨注意報等

早期注意情報

警戒レベル５相当情報
氾濫発生情報
大雨特別警報　　　等

警戒レベル４相当情報
氾濫危険情報
土砂災害警戒情報　等

警戒レベル３相当情報
氾濫警戒情報
洪水警報　　　　　等

※１　各種の情報は、警戒レベル１～５の順番で発表されるとは限りません。状況が急変することもあります。
※２　災害発生情報は、災害が発生したことを市町村が把握できた場合に可能な範囲で発令するものです。
※３　避難指示（緊急）は、地域の状況に応じて緊急的に又は重ねて避難を促す場合などに発令されるものであり、必ず発令されるもので
　　　はありません。避難勧告が発令されたら、避難指示（緊急）を待たずに速やかに避難をしてください。

※3

＜避難情報等＞ ＜防災気象情報＞
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警戒レベル❹で全員避難‼

■危険度分布で、お住まいの地域の状況を確認しましょう

※市区町村単位で発表される情報には、大雨特別警報、土砂災害警戒情報、洪水情報などがあります。

気象庁から市区町村単位の警戒レベル相当情報※が出されたら、お住まいの地域の状況が詳細にわかる情報
（危険度分布）を確認してください。紫色は危険度が高いことを示しています。

住所を登録しておけば、お住まいの地域が危険になったら自動的にスマートフォンに
通知される「危険度分布通知サービス」もありますので、ご活用ください。

 「避難」とは「難」を「避ける」ことであり、避難所へ行くことだけが避難ではありません。
自宅での安全確保が可能な場合、様々なリスクを負ってまで避難所に行く必要はありません。
　また、避難所だけでなく、安全な「親戚・友人宅など」に避難できるよう、
あらかじめ連絡を取るなどのご協力をお願いします。

　台風などの水害は、気象や河川の情報などにより、洪水や土砂災害の危険性を事前に把握するこ
とができる災害です。これらの情報を事前に確認し、早い段階で適切に避難することで、自身や家
族の身を守ることにつながります。
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避難行動判定フロー ( 　 )

いいえはいいいえ

※ 避難所での感染症に備えるため、避難者間の距離を１～２ｍ空け、手洗いや咳エチケットなどの基本的な感染
症対策を徹底しましょう。

○非常持ち出し品を準備しておこう
　いつでもすぐに持ち出せるよう、非常持ち出
し品を目につく場所に備えましょう。定期的に
食品の消費期限を確認することも大切です。
　また、避難所での感染症に備えるため、マス
ク・消毒液・体温計・スリッパなど、感染対策
に役立つものの準備もしましょう。

風水害時に、避難所に避難する必要が
あるのか確認しましょう。

今すぐできる備え

ハザードマップの災害被害の予測範囲内に
自宅がありますか？

災害の危険があるので、原則として、自宅
の外に避難が必要です。

ご自身または一緒に避難する方は、避難に
時間がかかりますか？

安全な場所に住んでいて身を寄せられる親
戚や知人はいますか？

警戒レベル３が出た
ら、市が指定する避
難所に避難しましょ
う

はい

はい

はい

はい

災害被害の予測範囲外にあっても、廻りと
比べて低い土地や崖のそばなどにお住いの
方は、市からの避難情報を参考に必要に応
じて避難してください。

※浸水の危険があっても、
　① 洪水により家屋が倒壊又は崩落してし
まうおそれが高い区域の外側である

　②浸水する深さよりも高い場所にいる
　③ 浸水しても水がひくまで我慢できる、
水・食料などの備えが十分にある

場合は自宅にとどまり安全確保をすること
も可能です。

安全な場所に住んでいて身を寄せられる親
戚や知人はいますか？

警戒レベル４が出た
ら、市が指定する避
難所に避難しましょ
う

警戒レベル４が出た
ら、安全な親戚や知
人宅に避難しましょ
う（日頃から相談し
ておきましょう）

警戒レベル３が出た
ら、安全な親戚や知
人宅に避難しましょ
う（日頃から相談し
ておきましょう）

いいえ

例外

いいえ

○マイ・タイムラインを作りましょう
　マイ・タイムラインとは、風水害に備えた自
分自身の行動計画表です。
　台風の接近などで、川の水位が上昇するとき
に自分自身が取る防災行動を、あらかじめ時系
列に整理し作っておくことで、いざというとき
の避難に役立ちます。

あなたが取るべき行動は？
平時に
確　認

ハザードマップと一緒に「避難行動判定フロー」を確認しましょう


